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･ 姦 /d- o/gd-αexpN(一撃 一字 吉成
･logTr/Duexp(Ps-oE･p-冒 -αqα+TohE写 - 九Tu写ga,) (13)
Tr はcrα,Eについての和を表す･【Zn]-exp(-βmnNf)とおき,レプリカ対称性を仮定して鞍点
法により-Pmnfをnの1次まで求めると,























































































































1丁､ Tr COS(i-I)-品 ∑ Tl∑2Ld･r31千 '4㌢ pmGk + hm + (2T31)-1
1 てー ∑lTle-ikL+ikj
2LdTBL千 βmGk+hm+(2TA)-1
(28)
虚部は修復結果では0になるはずだから無視した･上式は,劣化画像(Ti)の線形変換で修復画像
が直ちに計算できることを示している.
この式の∑k以後は,i-1の関数として指数関数的に減衰する･そこでlについての和をjの
回りの数個のピクセルに限定すると上式は線形のウィーナーフィルターと等価になる.他の線形
フィルターや非線型フィルターについても,対応する確率模型が存在するかもしれない.
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